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国産旅客機高性能化技術の研究開発
（進捗状況等の報告）

平成21年8月25日

宇宙航空研究開発機構

航空プログラムグループ



（昨年の中間評価時からの主な動き）

１ 社会情勢 平成20年3月にMRJ事業化決定 その後大きな動きはな
【 概況 】

１．社会情勢 ・・・平成20年3月にMRJ事業化決定、その後大きな動きはな
いが、型式証明については航空局との調整が進められている．

２．進捗状況（最近の取組と成果）
（ ） 最近 組（１） 最近の取組

・・・ 関係機関との連携も図りつつ、計画に沿って研究開発を着実に実
施。広報活動も積極的に実施。

（ ） 主な成果（２） 主な成果
・・・ ２０年度は、数値解析と試験により高揚力装置の騒音発生メカニズム

を明らかにし、その知見を利用して騒音低減デバイスを開発した。
また、低コストのハイブリッド複合材による実大胴体模型製造に成功し
た 模型は 年 月パリ 開催された航空シ 展 高 評価をた。模型は２１年６月パリで開催された航空ショーで展示、高い評価を
得た。

３．今後の取組（予定）
・・・ ２１年度以降も、ロードマップに沿って着実に実施していく予定。

（スケジュール通り）
具体的には、２１年度は、スラストリバーサ試験、実機（小型機）飛行
騒音源探査試験、低コスト複合材実大構造疲労試験、インフライトシ

シ （プ ペ 機）等を実施
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ミュレーション（プロペラ機）等を実施。
また、２２年度は、異物衝突試験・解析、対気速度計測技術開発等を
実施していく予定。



「国産旅客機高性能化技術の研究開発」の概要
注）昨年からの変更箇所：赤色

１ 課題実施期間１ 課題実施期間 平成１６年度 ～ ２４年度 ４．研究開発のロードマップ４．研究開発のロードマップ 現在１．課題実施期間１．課題実施期間 平成１６年度 ～ ２４年度

２．研究開発の概要・目的２．研究開発の概要・目的

４．研究開発のロ ドマップ４．研究開発のロ ドマップ 現在

先端基盤技術の研究開発

H15 H16 H17 ・・・H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24年度

遷音速風洞整備
昨今、地球温暖化や航空機の騒音規制が強化されている中で、我が国に

おいては 低燃費で低騒音な国産旅客機の全機開発が進められている
文科省

・
JAXA

新技術に対する型式証明取得支援

大型設備の整備・供用

おいては、低燃費で低騒音な国産旅客機の全機開発が進められている。
本研究開発では、JAXAにおいてこれまで培ってきた旅客機の低燃費化や

低騒音化に資する先端技術を実証することを目標としている。また、本取組を
通じて得られる知見やノウハウ、蓄積データ等の技術研究成果が産業界にも
活用されていくことが期待されている。

５．予算の変遷５．予算の変遷

鳥衝突試験設備複合材設備

H22以降 総額

・先端技術の実証試験等

大型試験設備の整備 供用

空力解析ｼﾐｭ
ﾚｰｼｮﾝの例

また、大型・高性能試験研究設備の計画的な整備、既存設備の老朽化
対策を行い、設備供用による協力を行う。

【本研究開発の主な技術課題と技術目標】

年度 H16 H17 H18 H19 H20 H21
H22以降 総額

（見込額）H22要求 （見込額）

予算額* 15.3億 23.5億 15.8億 11.9億 13.3億 12.9億 約27億 約120億

(内訳)
運営費交付金 10.0億 16.1億 15.1億 11.9億 13.3億 12.9億 （未定） （未定）

調整中

・大型試験設備の整備、供用

航空機開発企業

６．課題実施機関・体制６．課題実施機関・体制

【本研究開発の主な技術課題と技術目標】

(1) 騒音発生機構解析
(2) 風洞・実機試験

低騒音化

低燃費化

■実機開発へ活用

(1) 機体騒音発生シミュレーション技
術を開発，設計へ活用

(2) 実機騒音源探査技術を開発，飛
追加

営費交付
施設整備費補助金

億
5.3億

億
7.4億

億
0.7億

億
－

億
－

億
-

（未定） （未定）

*研究開発費及び設備整備費の合計

３ 研究開発の必要性等３ 研究開発の必要性等

(3) 低コスト複合材

(4)構造衝撃試験・解析

低燃費化 (2) 実機騒音源探査技術を開発，飛
行試験で実証

(3) 実大構造試験により設計・製造
技術を実証

(4) 機体構造設計，構造試験に活用 NEDO

民間航空機開発推進関係省庁協議会

文部科学省国土交通
省

防衛省経済産業省

型式証明 型式証明
技術サポート

安全性向上
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３．研究開発の必要性等３．研究開発の必要性等 研究開発

ＪＡＸＡ

大学

共
同

研
究

技術サポート

開発主体企業
今後成長が見込まれる航空機産業の更なる発展のため、旅客機
開発の技術力の蓄積が必要。

※有効性については２．及び４．、効率性については５．及び６．参照



１．社会情勢

注）昨年からの変更箇所：赤色

社会情勢

国際動向

【国際基準・国の施策等】【市場動向等】

旅客機の需要予測 ICAO**国際基準 **国際民間航空機関

航空機の低燃費・低騒音化ニーズが高まる一方で開発に向けた国際競争が激化

・旅客機の需要予測

特に小型機（120-169席、60-99席*）
の新規需要が見込まれている

・ICAO**国際基準 **国際民間航空機関

2001年に騒音規制を強化
（2006年以降の開発機体に適用）

・欧米（航空機生産国）

航空機産業を国家基幹産業と
位置付けて推進

＊69-99席のﾘｰｼﾞｮﾅﾙｼﾞｪｯﾄの生産には、
カナダ、ブラジルに加え、中国やロシア
も参入予定

・先進国

地球温暖化対策に取組み原油価格の不安定化

国内動向

【 施策等】【 向等】

出典：日本航空機開発協会

地球温暖化対策に取組み

YS-11以来、約半世紀ぶりとなる国産旅客機開発の決定

－主要国首脳会議（洞爺湖ｻﾐｯﾄ；H20.7）
・原油価格の不安定化

【国の施策等】【市場動向等】

温室効果ガス削減のため、低燃費の航空機の技術開発を推進

・航空機の研究開発（経産省、文科省）

－「環境ｴﾈﾙｷﾞｰ技術革新計画」（平成２０年５月）をCSTPが策定

・旅客機の市場投入

H20.3、わが国初の民間ｼﾞｪｯﾄ機
「ＭＲＪ」（70 90席）の事業化が決定 －「環境ｴﾈﾙｷ ｰ技術革新計画」（平成２０年５月）をCSTPが策定「ＭＲＪ」（70-90席）の事業化が決定

平成２５年市場投入（予定） 国の戦略重点科学技術、社会からの要請に応える研究開発に位置付け

－第３期科学技術基本計画 分野別推進戦略（H18.3）
－航空科学技術に関する研究開発の推進方策について（H18.7）

JAXAの中期目標を達成するための計画（中期計画）（H20 4）
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国産旅客機「MRJ」（三菱ﾘｰｼﾞｮﾅﾙｼﾞｪｯﾄ）

提供：三菱航空機（株）

・航空機の型式証明（国交省）

型式証明の審査体制を強化・防衛省機技術の民間移転

－JAXAの中期目標を達成するための計画（中期計画）（H20.4）



２．進捗状況（最近の取組と成果）

注）昨年からの変更箇所：赤色

最近の取組

【研究開発の実施状況】

関係機関との連携も図りつつ、計画に沿って研究開発を着実に実施。広報活動も積極的に実施。

・進捗状況（全体）

・目標（政府） （経済産業省と協同で）日本が主体となった初の民間ジェット機の開発を実現し、市場投入を目指す

◆ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟに沿って着実に実施中

研究開発ロードマップ

＜20年度＞
・19年度に引き続き20年度も、騒音

評価、構造衝撃応答解析などの解
析・評価の手法を開発することによ
り 我が国における設計技術の高

先端基盤技術の研究開発

H15 H16 H17 ・・・H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24年度

研究開発 ッ

り、我が国における設計技術の高
度化に貢献。併せて、これまで培っ
てきた先端技術の実証試験等を開
始。特に尾翼低コスト複合材につい
て開発試験を実施

文科省
・

JAXA

先端基盤技術の研究開発

新技術に対する型式証明取得支
援

大型設備の整備・供用

遷音速風洞整備

＜21年度＞

・21年度からは、尾翼低コスト複合
材についての基準適合試験を実施
予定。

A-VaRTM尾翼
構造 実大構造試験

鳥衝突試験設備複合材設備
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予定。



注）昨年からの変更箇所：赤色

最近の取組（続き）

【他機関との連携】

関係機関との連携も図りつつ、計画に沿って研究開発を着実に実施。広報活動も積極的に実施。

【広報活動】
ﾀｳﾝﾐ ﾃｨﾝｸﾞ（主催）

・関係省庁間

「民間航空機開発推進関係省庁協議会」の
第７回幹事会開催（H20.4）

・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（主催）

・ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸ （主催）

未来の航空機開発をテーマに講演（H20.7）
JAXA国産旅客機技術の講演（H20.8）

・試験場のプレス等への公開

複合材試験のﾌﾟﾚｽ公開（H20.3）

「次世代SST・国産旅客機ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」（H19.9）・JAXA/関係省庁
経産省/国交省/文科省との間で、随時会合

・JAXA/開発主体企業・大学
風洞試験のプレス公開(H20.4)
→ＮＨＫニュース及び産経新聞の記事等で
JAXAの取り組みが紹介された。

・その他

開発 体 業 大学

関連企業、大学のほかエアライン等との間
で共同研究を実施中

専門誌等への寄稿、学会での特別講演等

低コストのハイブリッド複合材胴体模型をパ
リ航空ショーで展示(H21.6)

【資金】

民間航空機開発推進関係省庁協議会

文部科学省国土交通省 防衛省経済産業省

・予算額

H20 13.3億円 （施設維持・整備費を含む）
H21 12.9億円 （ 〃 ）

NEDO

研究開発

ＪＡＸＡ

共

型式証明
型式証明

技術サポート

ＪＡＸＡ

6

ＪＡＸＡ

大学

共
同
研

究

ＪＡＸＡ
開発主体企業



旅客機の高性能化に貢献主な成果

【JAXAが貢献してきた技術課題（～H20年度）】

旅客機の高性能化に貢献主な成果

・空力技術 ・構造・材料技術 ・操縦ｼｽﾃﾑ技術

－抵抗低減による燃費向上

－空力設計による低騒音化 －翼の振動予防、耐衝撃性

－軽量化による低燃費化 －操縦ｼｽﾃﾑの信頼性向上

－ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ防止

粒子画像流速測定法 （PIV）による
全機模型後流計測

(ONERA標準模型による予備試験)

－風洞試験の高精度化

翼の振動予防、耐衝撃性

向上による安全確保

【平成２０年度成果の代表例】 空力解析シミュレーションの例

91
OTOMO着陸形態、U=50m/s, AoA=10[deg]

91
OTOMO着陸形態、U=50m/s, AoA=10[deg]

フラップ端騒音のメカニズム

フラップの騒音発生メカニズムと騒音低減デバイスの効果

高揚力装置騒音模型（着陸形態）、U=50m/s
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OASPLで6dBの低減！
フラップ端の渦の変動がフラップ端周囲に圧
力変動を誘起することにより騒音が発生

実機の空力性能・
構造の制約に対し
て実現可能で効
果的な形状を把握
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端部の形状を変え
て渦の位置と
乱流の強さを制御
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フラップ端流れ
（流線と渦度分布）

乱流の強さを制御

騒音低減が可能
14種類の形状に対してパラメトリックスタディを実施
→中でも2種類では大幅な低騒音化を達成



３．今後の取組（予定）

今後の取組（予定） 先端技術の実証への取組み

【全体】【全体】

国産旅客機の研究開発において、民間企業との共同研究等に
より、実機設計開発を見据えた差別化技術（低コスト複合材・空
力技術・騒音低減技術・空力弾性評価技術・客室構造安全技
術 操縦シ ム技術等） 飛行試験技術 研究開発を行う術・操縦システム技術等）、飛行試験技術の研究開発を行う。

【平成２２年度】

平成２１年度に引き続き低コスト複合材 空力技術 空力弾性
航空機の主な騒音源

平成２１年度に引き続き低コスト複合材、空力技術、空力弾性
技術、客室構造安全技術、機体騒音低減の研究を継続すると
ともに、地上試験、および飛行試験による実証に移行を開始す
る。

風洞試験による降着装置騒音の計測
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